
求め方を見いだし説明しよう 

・右の図のように、碁石を正三角形の辺上に同じ数ずつ並べる。 

 １辺の個数がｎ個の場合、碁石は全部で何個になるかを考える。 

 次の問いに答えよ。 

問１．まず、１辺の個数が具体的な数の場合を考える。 

１辺の個数が、次の(1)、(2)の場合、碁石は全部で何個になるか。 

(1)  ８個 

 

(2)  21 個 

 

問２・問３．次に、１辺の個数がｎ個の場合を考える。 

     和也さんは図で、彩さんはｎを使った式で、それぞれ自分の求め方を伝えようとしている。 

     和也さんの求め方を図から読み取り、その求め方をｎを使った式に表せ。また、彩さんの求め方を 

     式から読み取り、その求め方を図に表せ。 

 

 

 

 

問４．前の 2 人とは別の求め方を考え、その求め方を図と式に表して説明せよ。 

 

 

 

 

 

５．１辺の個数がｎ個の場合、全部の個数を表す式は、計算をすると、どれも同じになることを確かめよ。 

 

 

 



等しい関係を表す式 

例１．１冊ａ円のノート２冊と、１本ｂ円の鉛筆３本を買ったときの代金が 330 円であることは、等号＝を使

って         ａ＋    ｂ＝      と表せる。 

 

・上のように、数量の等しい関係を等号を使って表した式を     という。 

・等式では、等号の左側にある式を     、右側にある式を     といい、これらを合わせて 

     という。 

 

例２． 次の数量の間の関係を、等式で表せ。 

(1) １個 80円のパンをａ個と、１本 130円の飲み物をｂ本買ったところ、代金が 920円であった。 

 

 

 

(2) ある数 𝑥 を５倍して７をたすと、ｙになった。 

 

 

 

(3) 400ページの本を１日につきａページずつ 𝑥 日間読んだところ、ｙページ残った。 

 

 

 

 

(4)．最初、姉はａ円、妹はｂ円持っていた。姉が妹に 200円わたしたところ、２人の持っている金額は同じに

なった。このことを等式で表せ。 

 

 

 

 



(5)．兄は鉛筆をａ本、弟は鉛筆をｂ本持っている。兄が弟に４本わたすと、兄の持つ本数は、弟の持つ本数の 

 ちょうど２倍になる。このことを等式で表せ。 

 

 

 

 

(6)１枚ａ円の絵はがきを 10枚買おうとした所、500円ではｂ円たらなかった。このことを等式で表せ。 

 

 

 

 

(7) 長さ 𝑥ｃｍのひもから１本ｙｃｍのひもを３本切り取ったところ、４ｃｍ残った。 

 

 

 

 

 

(8) 長さ 𝑥ｃｍのひもからｙｃｍのひもを１本切り取ろうとしたところ、４ｃｍたりなかった。 

 

 

 

 



大小の関係を表す式 

例１．１冊ａ円のノート２冊と１本ｂ円の鉛筆３本を買うと、500 円でおつりがあることは、不等号を使って        

ａ＋   ｂ    500   と表したり、 

       500       ａ＋   ｂ  と表せる。 

・上のように、数量の大小関係を不等号を使って表した式を       という、 

・不等式でも、等式と同じように、不等号の左側にある式を    、右側にある式を    、これらを合わ 

 せて    という。 

・２つの数量の大小関係を表す記号の意味： 

   ａ>ｂ ・・・ ａはｂ           

   ａ≧ｂ ・・・ ａはｂ          （ ａ    ｂ または ａ    ｂ ） 

   ａ<ｂ ・・・ ａはｂ          、 ａはｂ 

   ａ≦ｂ ・・・ ａはｂ          （ ａ    ｂ または ａ    ｂ ） 

 

・記号≦、≧で数量の大小関係を表した式も、       という。 

例２．（１）１冊ａ円のノート２冊と、１本ｂ円の鉛筆３本が 400 円で買えた。 

この数量の間の関係を、不等式で表せ。 

 

（２） 𝑥 円持って買い物に行ったところ、持っていたお金で、2000 円の辞書を１冊とｙ円の漫画を２

冊買えた。この数量の間の関係を、不等式で表せ。 

 

 

例３．ある動物園の入園料は、大人 1人がａ円、中学生１人がｂ円である。このとき、次の等式や不等式はどん

なことがらを表しているか。 

(1) ２ａ＋３ｂ＝1800              (2) ａ＋３ｂ<1500 

 

(3) ａ－ｂ＝400                 (4) ４ａ＋５ｂ≧3000 
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